


















































































































































































革し，業務の有効性を高めうる（Z ollo &  W inter,  2002,  340）。彼らによれば，
D ケイパビリティは日々の業務遂行や経験に関する組織学習から生まれる。
そしてこれが業務遂行の進化を呼び起こす。換言すれば，組織の学習メカニ












リティを維持するのに不可欠である」（T eece,  2007,  1335）。
　このうち感知，センシングの能力は，環境変化による新しい機会と脅威を
































































の柔軟性が高いことの価値を認識した方がよいという（G h em awat &  del Sol,





















伝統的企業の新しいイノベーションに向けた投資を阻害する」（C h ristensen et 






ダーの地位を維持できる伝統的企業というのは少ない（C h ristensen &  R ay nor,












そうであるし，この技術の応用で「ほんだし」「中華味」「C ook D o」が開発さ




































意図（strategic intent），今後の方向に関する精確な提示（precise statesm ent 
of direction）としての短期目標（ob j ectives）と長期目標（goals）も発信される









2010，2 ）。またフォーマン及びアージェンティ（2005）は， C コミュニケー
ションのベスト・プラクティス企業では，これが「戦略の実践および自社ブ
ランドとレピュテーションの強化」に大きな役割を果たしているとしている





ント機能である」という見方を示している（C ornelissen,  2004,  23）。
　そして消費者と投資家にとっても，就職活動中の学生にとっても，「優れ

























































る」（ B arich  &  K otler,  1991,  96）。彼らによれば企業のイメージは製品，企業
行動，消費者とのコミュニケーションなど多数の要因によって決まる。た

































































































切り壁の入り口側に面した高さ 3メートルほどの壁面には， C SV （C reating 
Sh ared V alue）にあたる味の素シェアードバリュー（A SV ）に関する説明が掲
示されている。何はともあれ，まずは A SV の紹介という趣旨のようである。
具体的には，「味の素グループは創業以来一貫して事業を通じて社会課題の
解決に取り組み，社会・地域とともに価値を創造することで経済価値を向
上させ，成長につなげてきました。この一連の取り組みをA SV （A j inom oto 
G roup Sh ared V alue）と称し，A SV をミッションとビジョンを実現するため
の中核と位置付けた理念体系を“ O ur P h ilosoph y ”と設定しています」と書かれ
ている。その下には，「私たちの理念」というタイトルで，味の素グループ
ミッション（Mission）を最上層，味の素グループビジョン（V ision）を第二層，
A SV （A j inom oto G roup Sh ared V alue）すなわち V alueを第三層，味の素グルー
プ W ay を第四層，味の素グループポリシー（A G P ）を第五層とするピラミッド

























像である。ガラス窓の中にある商品パッケージは，1963年の「味の素 K K の
コンソメスープ」，同じ1963年の「『ケロッグ』コーンフレーク」，さらに同じ
1963年の「味の素 K K のイージーみそ汁」，1964年の「クノールスープ」，1965
年の「クノールコンソメ」，1968年の「味の素K K のマヨネーズ」，1970年の「味











プスープ」，1977年の「味の素K K 中華あじ」，1978年の「C ook D o」，1979年の「ア
ルギン Z 」，1988年の「味の素 K K おかゆ」等である。ここでは料理用レトルト

















































































ズも用意されている。壁のパネルでは，「A J I N O MO T O  N O W 」というテーマで，
同社グループの国内商品ラインナップと事業展開状況が紹介されている18）。

















































































































































































































































































































1 ） ただし D ケイパビリティを媒介せずに，組織学習メカニズムが直接的に業務遂行の






ン，メディア・リレーションズ，危機発生時の情報伝達」を挙げ（ A rgenti＆ F orm an,
2002, 4；邦訳， 5），コーネリッセン（2008）が「社内，社外の集団と意思疎通する
































予定施設は， 1．食の文化ライブラリー， 2．食文化展示室， 3．食とくらしの小
さな博物館，に○を付ける形式（複数選択可）になっている。来場回数は， 1．初

































































































































任天堂のゲームボーイ，イエローマジックオーケストラ（ Y .M .O .）とおニャン子ク
ラブの C D が入っている。写真として添えられているのは「たけの子族」（1980年），
タンカーに積み込む前に港の埠頭に並べられている自動車を撮影した「日本の年間
自動車生産台数世界一に」（1980年），「ベルリンの壁崩壊」（1989年）である。
14） ガラスケースの中に置かれている時代象徴グッズは，W indows 95のパッケージ（箱），
J .K .ローリング著『ハリーポッターと賢者の石』，ソーラーカーの模型，デジタル玩
具の「たまごっち」，ロボット「A SI MO 」の模型，アップル社のノートブックパソコン，
映画「タイタニック」のV H Sビデオカセット，韓国ドラマ「冬のソナタ」のD V D ，「だ




























































































23） ミュージアムショップに入ると，ひよこちゃんの描かれた T シャツ，くつ下，ぬい











































































































































































38） 第Ⅵ章の記述は，2019年12月27日，2020年 8 月19日にカップヌードルミュージアム
大阪池田へ訪問した際の筆者見聞に基づく。
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